
(57)【要約】

　【課題】安定した固定が得られ、固定する箇所を傷つ

けることなく、場所に応じて適宜な固定方式を選択でき

る多目的固定具を提供する。

　【解決手段】　ベースと、吸盤と、制動グリップと、

弾性部材と、挟持部と、締結部材とを含んでなり、該吸

盤は該ベースを構成する円盤体の底面側に位置し、かつ

該吸盤の上面中央には該ベースを貫通して該制動グリッ

プを上端に回動自在に設ける軸桿を形成し、該ベースは

円盤体の円周上の一側面から延伸して形成される連結座

を具え、該円盤体上面の中央の位置に貫通孔を有する平

面部を形成し、該連結座の上面に円形の連結孔と矩形の

挿入孔を穿設し、かつ側面から水平方向の固定孔を形成

し、該弾性部材は該ベースの平面部と該制動グリップと

の間に設けられ、中心部に挿通孔を有し、突起した弾性

体を形成し、該挟持部はＬ字状の支持フレームの垂直部

上端に挿入部を一体に形成する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス と 、 吸 盤 と 、 制 動 グ リ ッ プ と 、 弾 性 部 材 と 、 挟 持 部 と 、 締 結 部 材 と を 含 ん で な り
、
　 該 吸 盤 は 該 ベ ー ス を 構 成 す る 円 盤 体 の 底 面 側 に 位 置 し 、 か つ 該 吸 盤 の 上 面 中 央 に は 該 ベ
ー ス を 貫 通 し て 該 制 動 グ リ ッ プ を 上 端 に 回 動 自 在 に 設 け る 軸 桿 を 形 成 し 、 該 制 動 グ リ ッ プ
の 作 用 で 上 下 に 移 動 す る よ う に 構 成 し 、
　 該 ベ ー ス は 円 盤 体 の 円 周 上 の 一 側 面 か ら 延 伸 し て 形 成 さ れ る 連 結 座 を 具 え 、 該 円 盤 体 上
面 の 中 央 の 位 置 に 平 面 部 を 形 成 し 、 該 平 面 部 の 中 央 に 貫 通 孔 を 穿 設 し て な り 、 別 途 、 該 連
結 座 の 上 面 に 円 形 の 連 結 孔 と 矩 形 の 挿 入 孔 を 穿 設 し 、 か つ 側 面 か ら 水 平 方 向 の 固 定 孔 を 形
成 し 、
　 該 弾 性 部 材 は 該 ベ ー ス の 平 面 部 と 該 制 動 グ リ ッ プ と の 間 に 設 け ら れ 、 中 心 部 に プ レ ス 加
工 で 突 起 し た 弾 性 体 を 形 成 し 、 該 弾 性 体 内 に は 挿 通 孔 を 穿 設 し て な り 、
　 該 挟 持 部 は 、 Ｌ 字 状 の 支 持 フ レ ー ム の 垂 直 部 上 端 に 挿 入 部 を 一 体 に 形 成 し 、 該 挿 入 部 を
該 ベ ー ス の 挿 入 孔 に 挿 入 し 、 該 締 結 部 材 を 螺 合 さ せ て ベ ー ス を 固 定 し 、
　 該 連 結 座 の 連 結 孔 に 支 持 す る 物 品 の 支 持 桿 を 挿 入 し て 固 定 し 、 該 吸 盤 で 所 定 の 位 置 に 吸
着 さ せ て 固 定 す る か 、 も し く 該 挟 持 部 で 所 定 の 位 置 を 挟 持 し て 固 定 で き る よ う に 構 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 多 目 的 固 定 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挟 持 部 の Ｌ 字 状 支 持 フ レ ー ム の 水 平 部 に は 、 上 端 に 当 接 円 盤 を 設 け 、 下 端 縁 に 貫 通
孔 を 形 成 し た 圧 迫 ボ ル ト を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 目 的 固 定 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ベ ー ス の 連 結 座 に 形 成 す る 挿 入 孔 に 、 該 挿 入 孔 の 形 状 に 対 応 し て 形 成 さ れ 、 ほ ぼ 中
央 に 位 置 に ネ ジ 孔 を 形 成 し て な る 挿 入 部 材 を 挿 入 し て 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 多 目 的 固 定 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 物 品 を 机 な ど に 可 動 な 状 態 で 支 持 す る 固 定 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 事 務 用 の 机 に 設 け ら れ 、 一 般 に 照 明 用 の 電 気 ス タ ン ド 、 テ ー プ ホ ル ダ 、 パ ー ソ ナ ル ・ デ
ィ ジ タ ル ア シ ス ト の 支 持 具 、 小 型 の 扇 風 機 、 マ イ ク ロ フ ォ ン 、 セ ン サ 装 置 、 メ モ 挟 み 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 用 カ メ ラ な ど を 支 持 す る 従 来 の 可 動 式 固 定 具 は 、 重 力 式 、 挟 持 式 、 も し く は マ
グ ネ ッ ト 式 な ど が 主 に 挙 げ ら れ る 。 重 力 式 は 、 固 定 具 自 体 の 重 量 を 利 用 し て 支 持 す る 物 体
を 固 定 し 安 定 さ せ る 。 し か し 、 か か る 固 定 方 式 は 、 強 制 的 固 定 力 に 欠 け る た め 重 心 が 容 易
に 不 安 定 と な る か 、 不 注 意 で ぶ つ か る な ど 外 部 か ら の 力 を 受 け る と 容 易 に 転 倒 す る 。 挟 持
式 は 、 挟 持 部 が 付 設 さ れ て い て 、 該 挟 持 具 に よ っ て 机 の 天 板 の 端 縁 部 か 、 も し く は そ の 他
挟 持 で き る 場 所 を 挟 持 し て 物 体 を 固 定 さ せ る 目 的 を 達 成 す る 。 か か る 固 定 方 式 は 、 机 の 天
板 の 端 縁 部 か 、 も し く は そ の 他 挟 持 で き る 場 所 に し か 用 い る こ と が で き な い 。 よ っ て 、 場
所 を 選 ば す 用 い る こ と が で き ず 不 便 で あ る 、 マ グ ネ ッ ト 式 は 、 固 定 具 に 磁 石 を 設 け て な り
、 鉄 質 の 物 体 に 吸 着 さ せ て 物 体 を 固 定 す る 目 的 を 達 成 す る 。 か か る 固 定 方 式 は 、 非 鉄 製 の
机 に は 用 い る こ と が で き ず 、 コ ス ト も 高 く な る こ と が 欠 点 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 発 明 の 課 題 は 、 安 定 し た 固 定 が 得 ら れ 、 ぶ つ か っ た り 、 振 動 を 受 け た り し て 外 部 か
ら の 力 を 受 け て も 緩 ん だ り 、 転 倒 し た り す る こ と の な い 多 目 的 固 定 具 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 こ の 発 明 の 課 題 は 、 固 定 す る 箇 所 を 傷 つ け る こ と な く 、 か つ 使 用 す る 場 所 に 応 じ
て 適 宜 な 固 定 方 式 を 選 択 で き る 多 目 的 固 定 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 す る 多 目 的 固 定 具 は 、 ベ ー ス と 、 吸 盤 と 、 制 動 グ リ ッ プ と 、 弾 性 部 材 と
、 挟 持 部 と 、 締 結 部 材 と を 含 ん で な り 、
　 該 吸 盤 は 該 ベ ー ス を 構 成 す る 円 盤 体 の 底 面 側 に 位 置 し 、 か つ 該 吸 盤 の 上 面 中 央 に は 該 ベ
ー ス を 貫 通 し て 該 制 動 グ リ ッ プ を 上 端 に 回 動 自 在 に 設 け る 軸 桿 を 形 成 し 、 該 制 動 グ リ ッ プ
の 作 用 で 上 下 に 移 動 す る よ う に 構 成 し 、
　 該 ベ ー ス は 円 盤 体 の 円 周 上 の 一 側 面 か ら 延 伸 し て 形 成 さ れ る 連 結 具 を 具 え 、 該 円 盤 体 上
面 の 中 央 の 位 置 に 平 面 部 を 形 成 し 、 該 平 面 部 の 中 央 に 貫 通 孔 を 穿 設 し て な り 、 別 途 、 該 連
結 具 の 上 面 に 円 形 の 連 結 孔 と 矩 形 の 挿 入 孔 を 穿 設 し 、 か つ 側 面 か ら 水 平 方 向 の 固 定 孔 を 形
成 し 、
　 該 弾 性 部 材 は 該 ベ ー ス の 平 面 部 と 該 制 動 グ リ ッ プ と の 間 に 設 け ら れ 、 中 心 部 に プ レ ス 加
工 で 突 起 し た 弾 性 体 を 形 成 し 、 該 弾 性 体 内 に は 挿 通 孔 を 穿 設 し て な り 、
　 該 挟 持 部 は 、 Ｌ 字 状 の 支 持 フ レ ー ム の 垂 直 部 上 端 に 挿 入 部 を 一 体 に 形 成 し 、 該 挿 入 部 を
該 ベ ー ス の 挿 入 孔 に 挿 入 し 、 該 締 結 部 材 を 螺 合 さ せ て ベ ー ス を 固 定 し 、
　 該 連 結 具 の 連 結 孔 に 支 持 す る 物 品 の 支 持 桿 を 挿 入 し て 固 定 し 、 該 吸 盤 で 所 定 の 位 置 に 吸
着 さ せ て 固 定 す る か 、 も し く 該 挟 持 部 で 所 定 の 位 置 を 挟 持 し て 固 定 で き る よ う に 構 成 し て
な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 す る 多 目 的 固 定 具 は 、 請 求 項 １ に お け る 挟 持 部 の Ｌ 字 状 支 持 フ レ ー ム の
水 平 部 に 、 上 端 に 当 接 円 盤 を 設 け 、 下 端 縁 に 貫 通 孔 を 形 成 し た 圧 迫 ボ ル ト を 設 け た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 す る 多 目 的 固 定 具 は 、 請 求 項 １ に お け る ベ ー ス の 連 結 具 に 形 成 す る 挿 入
孔 に 、 該 挿 入 孔 の 形 状 に 対 応 し て 形 成 さ れ 、 ほ ぼ 中 央 に 位 置 に ネ ジ 孔 を 形 成 し て な る 挿 入
部 材 を 挿 入 し て 構 成 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 多 目 的 固 定 具 は 、 着 脱 が 便 利 で 、 使 用 す る 机 の 天 板 な ど を 傷 つ け る こ と が
な い 。 ま た 、 安 定 し た 固 定 が 得 ら れ 、 ぶ つ か っ た り 、 振 動 を 受 け た り し て 外 部 の 力 を 受 け
て も 、 緩 ん だ り 、 転 倒 し た り す る こ と が な く 、 さ ら に 取 り つ け る 場 所 に よ っ て 挟 持 す る 方
式 か 、 吸 盤 で 吸 着 さ せ る 方 式 か 、 も し く は そ の 他 の 方 法 を 選 択 す る こ と が で き る と い う 利
点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ か ら ４ に 、 こ の 発 明 に 係 る 多 目 的 固 定 具 を 開 示 す る 。 図 面 に よ れ ば 、 こ の 発 明 の 多
目 的 固 定 具 は 、 ベ ー ス （ １ ０ ） と 、 制 動 グ リ ッ プ （ ３ ０ ） と 、 弾 性 部 材 （ ４ ０ ） と 、 挟 持
部 （ ５ ０ ） と 、 締 結 部 材 （ ６ ０ ） と を 含 ん で な る 。 ベ ー ス （ １ ０ ） は 、 円 盤 体 （ １ １ ） の
円 周 上 の 一 側 面 か ら 延 伸 し て 形 成 さ れ る 連 結 座 （ １ ２ ） を 具 え 、 該 円 盤 体 （ １ １ ） 上 面 の
中 央 の 位 置 に 平 面 部 （ １ １ １ ） を 形 成 し 、 該 平 面 部 （ １ １ １ ） の 中 央 に 貫 通 孔 （ １ １ ２ ）
を 穿 設 す る 。 別 途 、 連 結 座 （ １ ２ ） の 上 面 に 円 形 の 連 結 孔 （ １ ２ １ ） と 矩 形 の 挿 入 孔 （ １
２ ２ ） を 穿 設 し 、 か つ 側 面 か ら 水 平 方 向 の 固 定 孔 （ １ ２ ３ ） を 形 成 す る 。 該 固 定 孔 （ １ ２
３ ） は 連 結 孔 （ １ ２ １ ） と 挿 入 孔 （ １ ２ ２ ） と に 連 通 す る 。 ま た 、 吸 盤 （ ２ ０ ） を 円 盤 体
（ １ １ ） に 設 け る 。 吸 盤 （ ２ ０ ） は 上 面 に 断 面 が 矩 形 を 呈 す る 軸 桿 （ ２ １ ） を 具 え 、 か つ
該 軸 桿 （ ２ １ ） の 上 端 に 支 持 孔 （ ２ １ １ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 制 動 グ リ ッ プ 部 （ ３ ０ ） は 、 一 端 に 押 圧 部 （ ３ １ ） を 形 成 し 、 該 押 圧 部 （ ３ １ ） 内 に 溝
（ ３ １ １ ） を 形 成 す る 。 別 途 、 押 圧 部 （ ３ １ ） の 側 面 の 偏 心 し た 位 置 に は 、 水 平 方 向 に 該
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溝 （ ３ １ １ ） を 貫 通 す る 軸 支 孔 （ ３ １ ２ ）
を 形 成 す る （ 図 ３ 、 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 弾 性 部 材 （ ４ ０ ） は 中 心 部 に プ レ ス 加 工 で 突 起 し た 弾 性 体 （ ４ １ ） を 形 成 す る 。 弾 性 体
（ ４ １ ） 内 に は 、 吸 盤 （ ２ ０ ） の 軸 桿 （ ２ １ ） の 断 面 の 形 状 に 対 応 す る 挿 通 孔 （ ４ １ １ ）
を 穿 設 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 挟 持 部 （ ５ ０ ） は 、 Ｌ 字 状 の 支 持 フ レ ー ム （ ５ １ ） の 水 平 部 に は 、 上 端 に 当 接 円 盤 （ ５
２ １ ） を 設 け 、 下 端 縁 に 貫 通 孔 （ ５ ２ ２ ） を 形 成 し た 圧 迫 ボ ル ト （ ５ ２ ） を 設 け る 。 ま た
、 垂 直 部 に は 上 端 に ベ ー ス （ １ ０ ） の 挿 入 孔 （ １ ２ ２ ） に 形 状 が 対 応 す る 挿 入 部 （ ５ １ １
） を 一 体 に 形 成 し 、 該 挿 入 部 （ ５ １ １ ） の 略 中 間 の 位 置 に ネ ジ 孔 （ ５ １ ２ ） を 穿 設 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 部 材 を 組 み 立 て る 場 合 、 弾 性 部 材 （ ４ ０ ） を 円 盤 体 （ １ １ ） 上 面 の 貫 通 孔 （ １ １
２ ） 上 に 設 置 し 、 下 方 か ら 吸 盤 （ ２ ０ ） の 軸 桿 （ ２ １ ） を 円 盤 体 （ １ １ ） の 貫 通 孔 （ １ １
２ ） と 弾 性 部 材 （ ４ ０ ） の 挿 通 孔 （ ３ １ ２ ） に 挿 通 さ せ 、 吸 盤 （ ２ ０ ） を 円 盤 体 （ １ １ ）
の 底 面 に 位 置 さ せ る 。 次 い で 、 制 動 グ リ ッ プ （ ３ ０ ） の 溝 （ ３ １ １ ） に 吸 盤 （ ２ ０ ） の 軸
桿 （ ２ １ ） の 上 端 縁 部 を 嵌 挿 し 、 支 軸 ピ ン （ ７ ０ ） を 制 動 グ リ ッ プ （ ３ ０ ） の 軸 支 孔 （ ３
１ ２ ） と 軸 桿 （ ２ １ ） の 支 持 孔 （ ２ １ １ ） に 挿 入 し 、 軸 桿 （ ２ １ ） を 制 動 グ リ ッ プ （ ３ ０
） に 回 動 自 在 に 支 持 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 挟 持 部 （ ５ ０ ） の 挿 入 部 （ ５ １ １ ） を 下 方 か ら ベ ー ス （ １ ０ ） の 連 結 座 （ １ ２ ）
に 形 成 し た 挿 入 孔 （ １ ２ １ ） に 挿 入 し 、 締 結 部 材 （ ６ ０ ） を 連 結 座 （ １ ２ ） の 固 定 孔 （ １
２ ３ ） と 該 挿 入 孔 （ １ ２ １ ） に 螺 合 さ せ て 固 定 す る こ と に よ っ て 組 立 て が 完 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 、 こ の 発 明 に よ る 多 目 的 固 定 具 の 使 用 態 様 を 開 示 す る 。 こ の 発 明 の 多 目 的 固 定 具
を 使 用 す る 場 合 は 、 締 結 部 材 （ ６ ０ ） を 緩 め 、 折 り 畳 み 自 在 に 構 成 さ れ た 支 持 桿 （ １ ） を
連 結 座 （ １ ２ ） の 連 結 孔 （ １ ２ １ ） 内 に 挿 入 す る 。 該 支 持 桿 （ １ ） の 上 端 に は 照 明 具 で あ
る 電 気 ス タ ン ド （ ２ ） 、 テ ー プ ホ ル ダ 、 Ｐ Ｄ Ａ 支 持 具 、 小 型 の 扇 風 機 、 マ イ ク ロ フ ォ ン 、
セ ン サ 装 置 、 メ モ 挟 み 、 も し く は ネ ッ ト ワ ー ク 用 カ メ ラ な ど の 物 品 を 直 接 固 定 す る か 、 も
し く は 着 脱 自 在 に 設 け る こ と が で き る 。 次 い で 、 締 結 部 材 （ ６ ０ ） を 締 め て 、 そ の 一 端 を
該 支 持 桿 （ １ ） の 下 方 に 形 成 さ れ た 環 状 の 溝 に 当 接 さ せ て 圧 迫 し 、 安 定 し た 固 定 を 得 る 。
さ ら に 、 吸 盤 （ ２ ０ ） を 机 の 天 板 に 吸 着 さ せ 、 制 動 グ リ ッ プ （ ３ ０ ） を 操 作 し 、 押 圧 部 （
３ ０ ） で 弾 性 部 材 （ ４ ０ ） の 弾 性 体 （ ４ １ ） を 押 し 圧 し 、 弾 性 部 材 （ ４ ０ ） の 付 勢 力 で 吸
盤 （ ２ ０ ） を 圧 迫 し 、 か つ 吸 盤 （ ２ ０ ） の 軸 桿 （ ２ １ ） を 上 方 に 引 き 上 げ て 吸 盤 （ ２ ０ ）
を 変 形 さ せ 、 そ の 中 央 を 突 起 さ せ て 強 力 な 吸 着 力 を 発 生 さ せ て 、 机 の 天 板 の 所 定 の 位 置 に
吸 着 さ せ る 。 こ の 場 合 、 挟 持 部 （ ５ ０ ） の 圧 迫 ボ ル ト （ ５ ２ ） を 回 転 さ せ て 上 方 に 向 か っ
て 移 動 さ せ 、 上 端 の 当 接 円 盤 （ ５ ２ １ ） を 圧 迫 し て 机 の 天 板 の 底 面 側 に 当 接 さ せ る 。 以 上
の 操 作 に よ っ て こ の 発 明 の 多 目 的 固 定 具 の 取 り 付 け が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 机 の 上 面 、 も し く は 壁 面 が 適 宜 な 平 坦 性 を 有 す る 場 合 （ 例 え ば ガ ラ ス 面 、 金 属 面
な ど ） 、 挟 持 部 （ ５ ０ ） を 取 り 外 し 、 別 途 図 ６ に 開 示 す る よ う に 挿 入 部 材 （ ８ ０ ） を ベ ー
ス （ １ ０ ） の 挿 入 孔 （ １ ２ ２ ） に 挿 入 し て も よ い 。 該 挿 入 部 材 （ ８ ０ ） は 、 該 挿 入 孔 （ １
２ ２ ） の 形 状 に 対 応 し て 形 成 さ れ 、 ほ ぼ 中 央 の 位 置 に ネ ジ 孔 （ ８ １ １ ） を 形 成 す る 。 こ の
場 合 、 図 ７ に 開 示 す る テ ー プ ホ ル ダ （ ３ ） 、 図 ８ に 開 示 す る Ｐ Ｄ Ａ な ど の 支 持 具 （ ４ ） 、
も し く は 図 ９ に 開 示 す る よ う に 支 持 具 （ １ ０ １ ） で 支 持 し た セ ン サ 装 置 （ ５ ） な ど の 支 持
桿 （ １ ） を ベ ー ス （ １ ０ ） の 連 結 座 （ １ ２ ） に 形 成 し た 連 結 孔 （ １ ２ １ ） に 挿 入 し 、 締 結
部 材 （ ６ ０ ） を 連 結 座 （ １ ２ ） の 固 定 孔 （ １ ２ ３ ） と 該 挿 入 部 材 （ ８ ０ ） の 挿 入 孔 （ １ ２
２ ） に 螺 合 さ せ 、 支 持 桿 （ １ ） の 環 状 溝 に 当 止 さ せ て 固 定 す る 。 ま た 、 吸 盤 （ ２ ０ ） は 直
接 の 強 力 な 吸 着 力 で 机 の 天 板 、 も し く は 壁 面 に 吸 着 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 さ ら に 、 該 挿 入 部 材 （ ８ ０ ） に は 、 例 え ば フ ッ ク 部 を 一 体 に 形 成 し て な る 掛 止 部 材 （ 図
示 し な い ） を 設 け る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 こ の 発 明 の 多 目 的 固 定 具 を 取 り つ
け る 方 法 の 選 択 肢 が さ ら に 広 が る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ る 多 目 的 固 定 具 は 、 着 脱 が 便 利 で あ り 、 か つ 使 用 す る 机 の 天 板 な ど を 傷 つ
け る こ と が な い 。 ま た 、 安 定 し た 固 定 が 得 ら れ 、 ぶ つ か っ た り 、 振 動 を 受 け た り し て 外 部
の 力 を 受 け て も 、 緩 ん だ り 、 転 倒 し た り す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ７ に 開 示 す る よ う な テ ー プ の 台 の 固 定 、 図 ８ に 開 示 す る よ う な Ｐ Ｄ Ｆ の 支 持 具
な ど 多 目 的 に 利 用 で き る の み な ら ず 、 取 り つ け る 場 所 に よ っ て 挟 持 す る 方 式 か 、 吸 盤 で 吸
着 さ せ る 方 式 か 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 は こ の 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 で あ っ て 、 こ の 発 明 の 実 施 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は
な い 。 よ っ て 、 当 業 者 の な し 得 る 修 正 、 も し く は 変 更 で あ っ て 、 こ の 発 明 の 精 神 の 下 に お
い て な さ れ 、 こ の 発 明 に 対 し て 均 等 の 効 果 を 有 す る も の は 、 い ず れ も 本 発 明 の 特 許 請 求 の
範 囲 に 属 す る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 多 目 的 固 定 具 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 開 示 す る 多 目 的 固 定 具 の 構 造 を 示 し た 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に お け る 制 動 グ リ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 開 示 す る ３ － ３ 線 に 沿 っ た 制 動 グ リ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 開 示 す る 多 目 的 固 定 具 の 使 用 態 様 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る ベ ー ス の 構 造 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 実 施 形 態 を 応 用 し た 使 用 態 様 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の 実 施 形 態 を 応 用 し た 他 の 使 用 態 様 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ の 実 施 形 態 を 応 用 し た そ の 他 の 使 用 態 様 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １           支 持 桿
　 １ ０         ベ ー ス
　 １ ０ １       支 持 具
　 １ １         円 盤 体
　 １ １ １       平 面 部
　 １ １ ２       貫 通 孔
　 １ ２         連 結 座
　 １ ２ １       連 結 孔
　 １ ２ ２       挿 入 孔
　 １ ２ ３       固 定 孔
　 ２           電 気 ス タ ン ド
　 ２ ０         吸 盤
　 ２ １         軸 桿
　 ２ １ １       支 持 孔
　 ３           テ ー プ ホ ル ダ
　 ３ ０         制 動 グ リ ッ プ
　 ３ １         押 圧 部
　 ３ １ １       溝
　 ３ １ ２       軸 支 孔
　 ４           支 持 具
　 ４ ０         弾 性 部 材
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　 ４ １         弾 性 体
　 ４ １ １       挿 通 孔
　 ４ １ ２       ネ ジ 孔
　 ５           セ ン サ 装 置
　 ５ ０         挟 持 部
　 ５ １         支 持 フ レ ー ム
　 ５ １ １       挿 入 部
　 ５ ２         圧 迫 ボ ル ト
　 ５ ２ １       当 接 円 盤
　 ５ ２ ２       貫 通 孔
　 ６ ０         締 結 部 材
　 ７ ０         支 軸 ピ ン
　 ８ ０         挿 入 部 材
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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